
空き家活用の先進的取組み
事例の紹介 

日野市の空き家対策 取組み報告会 
2016年10月30日(日)13:00-15:00 
多摩平の森イオンホール 

特定非営利活動法人せたがやオルタナティブハウジングサポート(SAHS) 
代表理事 井上 文 



■SAHSの自己紹介 
  〈住まい・場づくりの支援が事業の柱〉 
 
■空き家活用の事例ーSAHSの場合 
 
■世田谷区の現在の取組み 
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住まい・場づくりとは？ 

①「住まい・場づくり」とは、「個々の住まいなどの私的空間を 
  地域と社会へ開放することによって公的空間を再生すること」 
  により、「地域で支え合い、集い合うことができる、 
  人と人とのつながりを媒介する場を創出」する試みである 
 

②「住まい・場づくり」は、地域に根ざすことをめざして、その場に関わる 

 「所有者、運営者や利用者、地域住民、専門家などの協働」により 

  生み出され、育まれる試みである 

 

③「住まい・場づくり」は、「市民による新しい生活価値の創造」を 

  めざすものであり、「自立と共生にもとづくまちづくり」へと 

  つながるものである   
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■SAHS 1996-2016 

コーポラティブ 
スペース赤堤 

デイサービス 
センターNOAH 

赤堤 
賃貸アパート 

グループホーム 
横川 

グループホーム 
桜上水 

リブロニワース 

ＣＯＳ下北沢 

ＣＯＳちとふな 

岡さんのいえ 
ＴＯＭＯ 

あかねこうぼう 

野草の会 
こめこめ庵 

在林館 

ケアラーズ 
カフェKIMAMA 

サポコハウス 

弦巻のいえ 
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赤堤コーポラティブスペース（世田谷区赤堤） 

住まいの一部改修による地域開放スペース開設支援 

《建物概況》 

●用途：多目的室 

●改装（昭和10年代の建築の木造住宅の書斎部分） 

●規模：延床面積 13㎡程度（8帖） 

●改装して専用の台所、トイレを設置。 

 地域活動の拠点とする。 

 自宅と独立する形態。 

 アプローチや庭も開放している。 

独立させたポーチ玄関部分 
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《使用状況》 

●利用者は、土地建物所有者に利用料を支払っている 

●工事費：270万円（所有者全額負担） 

●現在事情により、自己使用 

既存の雰囲気を残した室内 
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《建物概況》 

●用途：高齢者デイサービスセンター 

●改装 

●規模：敷地面積 392.12㎡ 

    延床面積 116.12㎡ 

●内容：機能訓練室、食堂、静養室、事務室、 

    相談室、厨房、浴室、トイレ 

 

既存住宅改装による通所型介護施設開設支援 

エントランスより外観を望む 

デイサービスセンターNOAH（横浜市金沢区） 

ノ ア  
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《使用状況》 

●土地建物とも、 

 NPO法人ワーカーズ・コレクティブ・オリーブが借上げ 

●契約期間10年（但し15年まで延長可） 

●工事費：約2,000万円 

     (NPOは保証金・備品、運転資金として500万円用意） 

●建物賃貸価格：利用料金×8％ 

          （上限15万円、土地代込み） 

●利用者：最大15名 

●敷地も施設の一部として利用されている。 

段差解消機の 
上部に設置された庇 

NPOのマーク 
オリーブ柄の 

タイルのついた扉 
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オープニングセレモニーの賑わい 
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《建物概況》 

●用途：賃貸アパートの一室 

●改装（障害者向けに改装） 

●規模：延床面積 35.27㎡ 

●居室数：1 

障害者の住宅支援 

車椅子に合わせたスロープを設置 

赤堤賃貸アパート（世田谷区赤堤） 
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《使用状況》 

●建物は、個人より個人への賃貸 

●工事費：200万円 

●賃貸価格：7.5万円/月 敷金・礼金なし 
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《建物概況》 

●用途：グループホーム 

●改装（店舗付住宅より） 

●規模：敷地面積 308.28㎡ 

    延床面積 212.33㎡ 

●居室：集会室兼談話室・事務室・管理人室・ 

    EV・居室4室（6帖＋押入）・浴室・ 

    その他 

障害者のグループホーム開設支援 

普通の住宅と変わらない外観 

グループホームよこかわ（八王子市横川町） 
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《使用状況》 

●土地建物とも借家 

（ＮＰＯ若駒ライフサポートが一括借上げ） 

●建設コスト：約2,400万円 

●土地代：なし 

●建物賃貸価格：敷地・建物共10万円/月 

●補助金や助成： 

 ・重度身体障害者グループホーム緊急整備補助 

  ；120㎡以上の場合2,400万円(自己負担1/8) 

 （建設に関わるもの） 

 ・重度身体障害者グループホーム運営費助成 

  ；民間アパートと借上げ型で1470.7万円 

 （都と市が1/2ずつ）（運営・活動に関わるもの） 

玄関内部。 
木のぬくもりが 
感じられる 
つくりとなっている 

入口にて。 
入居者と介助の方が記念撮影 
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改装前                 改装後 
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《建物概況》 

●用途：重度重複身体障害者グループホーム 

    宿泊体験所 

●改装 

●規模：敷地面積 132.24㎡ 

    延床面積 104.10㎡ 

●居室数：3 

障害者のグループホーム開設支援 

普通の住宅と変わらない外観 

グループホーム桜上水（世田谷区桜上水） 
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《使用状況》 

●NPO法人「自立の家をつくる会」が、 

 土地・家屋を購入 ⇒改装 ⇒ 賃貸 

●工事費：約1,400万円 

●建物販売価格：6,530万円 

●利用料：1室69,800円/月（生活保護世帯の住居費相当） 

●補助金や助成：障害者住宅設備改善費助成として 

        841,000円（建設に関して） 
エントランススロープ 玄関ホール。手摺を設置 

浴室 エレベーターを設置 
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空き家窓口への相談事例① 
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空き家窓口への相談事例② 

弦巻のいえ ｜ 弦巻2丁目 平成24年度SAHSへ相談あり 
 

・建 物：木造平屋建 
・使い方：主として高齢者の居場所 
・活用主体：NPO法人 
     （高齢者・障害者支援） 
・助成金なし 
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■世田谷区の現在の取組み 

空き家等の事業は 
区住宅課が（一財）世田谷トラストまちづくりへ委託 
 

区内空き家  約52,000戸（約10.4％） 

うち一戸建て 約    6000戸 

傷みのはげしいものを除くと 約32,000戸 

 

                   （世田谷区の土地利用2011より） 
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空き家等地域貢献活用窓口とは？ 

平成25年度開設 
 

 「空き家等」をひらいて 

    豊かな地域コミュニティづくりを目指す「場」 
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〈目標〉 
・空き家を資源と捉える 
・地域のために活用 
 
 地域交流の活性化やまちづくり等につなげる 
 

〈地域貢献活用とは〉 
・地域交流や福祉的活用等の公益的活用 
 

〈対象物件〉 
・耐震化必要 
・建築関連法令への適合が必要 
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空き家窓口で成立した事例 
 
地域共生のいえ 
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地域共生のいえ 19軒 
空き家窓口で成立した事例 10軒(2013~2015年度) 

1.シェア奥沢（奥沢、H25）-共通のテーマで集まる人たちのコミュニティスペース 

2.タガヤセ大蔵（大蔵、H25）-認知症カフェを備えた多世代交流拠点 

3.サポコハウス（太子堂/H25）-哀しみに寄り添い共に生きるグリーフケア拠点 

4.きぬたまの家（鎌田、H25）-地域のみんなでつくる〝子どもが真ん中の居場所″ 

5.いいおかさんちであ・そ・ぼ（玉川、H25） 
             -地域の子ども、ママさんを支える昭和なおうち 

6.にじのこ（給田、H26）-心身の発達に遅れのある幼児へのデイサービスと相談 

7.凸凹Kidsすぺいす（粕谷、H26）-発達障害、知的障害の子どもたちの放課後の居場所 

8.上北沢タウンコレクティブ『上北沢コモンズ』（上北沢、H27） 
             -居間を地域交流スペースとしてひらくタウンコレクティブ 

9.おうち保育SUKUSUKU（粕谷、H27）-地域に根差した民間学童保育 

10.諧林招（船橋、H27）-日常から離れてゆっくりと過ごせる地域の居場所 
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